
みんなの未来をつくるまち活補助金『自治会等支援事業』申請事例紹介

まち活補助金の『自治会等支援事業』では、自治会や地域コミュニティ協議会等の地縁団体と協力して行う事業、
又はそれらを支援することを目的とした事業が対象で、補助割合を通常より高くします。（3/4 4/5）
今回はたねまくコースにおいて4団体から申請がありました。

【対象団体：城の里自治会】
主に親子をターゲットとし、自治会館で大
人と子どもがゆっくり過ごせる場所とし
て、おもちゃや絵本を配置し、座ってお
しゃべり、勉強や工作ができるスペース
等を設け、コーヒーや紅茶の提供を行う
ことでリラックスできる雰囲気をつくる。
自治会館の活用事例を作り、地域活動の
ための利用促進につなげたい想いがある。

【対象団体：久貝自治会】
主に高齢者をターゲットとし、自治会
区域で楽器を使った体験会などを行
い参加者同士のミュニケーションを促
進する。誰でも簡単に音を鳴らすこと
ができる楽器を使用することで参加
のハードルを下げ、地域の多世代交流
につなげることを目的としている。

【対象団体：粟生自治会】
人手不足や高齢化により自治会で実
施が困難になりつつあった地蔵盆・餅
つき大会を別の団体が引き継ぎ実施
する。自治会ではない団体が開催する
ことで、自治会に入らなくても地域交
流ができる場として、若い世代も参加
しやすい体制をつくる。

【対象団体：新田自治会】
犬の散歩をしながら自治会と一緒に
清掃活動を行う。自治会と連携するこ
とで地域住民の交流を促進し、地域活
動に関心を持つ人を増やす。

まーぶるリング「親子まーぶる広場・まーぶるカフェ」 音のゆりかご「音や楽器を活用した交流活動」

粟生地区イベント委員会 あおのわ
「粟生地区イベント事業（地蔵盆・餅つき大会）」

長岡京わんわんパトロール隊「わんわんパトロール」
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